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はじめに
　TOEIC® Tests は、英語能力判定に使用されて





指針として TOEIC L&R テストを活用しており、
目標スコアを 500 点に設定している。





時に取得しているスコアは 350 ～ 480 点である。
1 年次初めて受験した IP TOEIC L&R テストの
スコアが 200 ～ 300 点であることと、本学の平均
スコアが 300 ～ 330 点ということを考えれば、学
生の努力は評価できるのだが、残念ながら多くの
学生は本学の目標スコアを超えてはいない。また、











　TOEIC® Listening and Reading テスト（以降 TOEIC L&R テストとする）において高得点取得を目指
すには、英語力、情報処理能力に加え、TOEIC 受験力の 3 つの力をトレーニングする必要がある。これま
での指導でもそこに重点を置いてきたつもりであったが、今回、本学の「教育改革支援事業」の一環として、
学生のさらなるスコアアップにつながる指導法を学ぶため、TOEIC 指導者対象の講座を受講した。本論では

















































































試験名 概要 目的 受験者数
年間
実施回数




































































































































校教育機関で TOEIC L&R テストを採用されてい
る場合も、同様の理由からだろうと推察される。










を調整できる IP TOEIC（団体受験）を年 3 回実
施しており、2017 年度には延べ 182 名（全学生の
20% 程度）の学生が受験している。実施月は 6 月、
9 月、1 月である。このうち 9 月と 1 月については、
それぞれ 2 週間の短期海外研修、3 ヶ月留学の成
果測定の意味合いを持たせている 7。















































期的に過年度の TOEIC® Program データをまと
め、冊子および Web サイトに掲載している。こ
の『TOEIC® Program DATA & ANALYSIS 2018』
を元に 2017 年度のデータをまとめると表 2、表３
のようになる。
　公開テスト全受験者の平均スコアは 582 点（L: 
320 点、R: 261 点）であるが、社会人および学生
という分類で見ると、社会人平均が 607 点（L: 
333 点、R: 274 点；受験者数 399,738 名）である
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分による内訳は、4 年制大学生 565 点、短期大学
生 473 点、専門学校生 496 点と短大生の平均が低
いが、受験人数を見ると、4 年制大学生 320,249
名に対し短大生は 6,316 名にとどまる 9。これは、
わざわざ公開テストを受験する短大生が非常に少
ないことを明確に示している。次に、本学でも実











れによると、2017 年の新入社員 35,540 名のスコ
ア平均は 485 点（L: 262 点、R: 222 点）である 10。
そして内定者 12,540 名のスコア平均は 539 点（L: 






400 点というラインを、そして最終的には 500 点
以上取得する学生数を向上させることを目標とし
てカリキュラムが設定されている 12。しかしなが
ら、本学の 2017 年度に IP テストを受験した延べ
182 名の平均点は 329 点（L: 212 点、R: 117 点）
とまだまだそのラインに届いてはいない。そこで、
受験者数の向上と平均点向上、および目標である







るが、300 ～ 450 点と幅広く、500 点というライ
ンを超える学生数については、もともとある程度
分類 受験者数 平均スコア Listening 平均 Reading 平均
全体 961,440 名 582 点 320 点 261 点
社会人 399,738 名 607 点 333 点 274 点
学生 430,476 名 559 点 309 点 250 点
4 年制大学 320,249 名 565 点 311 点 255 点
短期大学 6,316 名 473 点 279 点 194 点
専門学校 11,200 名 496 点 294 点 202 点
表 2　2017 年度公開テストデータ
分類 受験者数 平均スコア Listening 平均 Reading 平均
全体 1,289,311 名 467 点 262 点 205 点
企業・団体 627,363 名 493 点 274 点 220 点
学生 661,948 名 443 点 251 点 191 点
4 年制大学 440,533 名 449 点 253 点 196 点
短期大学 8,056 名 411 点 249 点 162 点
専門学校 19,445 名 467 点 282 点 185 点















者が参加したのは 2018 年開催の第 15 回目の TTT
である。概要については表４の通りである 14。
表 4　第 15 回 TTT 講座概要
開催日時
1 日目　2 月 17 日 ( 土 )10：00 ～ 17：30
2 日目　2 月 18 日 ( 日 ) 9：30 ～ 17：00
3 日目　3 月  3 日 ( 土 )10：00 ～ 17：30








1： 職業として、現在 TOEIC® L&R テス
トまたは英語の指導をしていること



















































































































表 5　第 15 回 TTT スケジュール












　　～ Part 3, 4, 7 ～
・問題作成について




























































約 2 時間という限られた時間で 200 問の問題を解
かねばならず、全問（100%）解答しようとすれば、
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かった。TOEIC テストが改訂されたことを受け、
2007 年に受験し、その後は 2 度目の改訂になった







































ない。ETS の刊行する『公式 TOEIC Listening 
& Reading 問題集』でさえ「予想問題」に過ぎな










ング、つまり問題作成である。これが 2 日目と 3
日目の間に課される課題なのだが、思いのほか難
しかった。筆者は Part 3 と Part 5 を担当した。
Part 3 では 2 人の会話が与えられており、その会
話から意図問題を含む 3 問を作成する課題、そし





作った問題は、どこか TOEIC L&R テストらし
































　IIBC ホームページ内に掲載されている TOEIC 
L&R テストの「結果について」を見ると、「テス
ト結果は合格・不合格ではなく、リスニング 5 ～
495 点、リーディング 5 ～ 495 点、トータル 10 ～




Score）です」とある 16。つまり、TOEIC L&R テ




































　②については図 1 を参照されたい 19。図に示し
た 2 枚はまず名称が異なる。IP テストの結果は
“TOEIC Listening & Reading Institutional Program 
(IP) Score Report”（個人成績表）、公開テスト


























Abilities Measured（以降 AM と略す）には同一
テストフォームで受験した受験者の平均正答率も
示されている。


























②については以下の二つの図 参照されたい 19。 
 
  図 1 IPテスト結果（左）と公開テスト結果（右） 
 
図に示した 2枚はまず名称が異なる。IPテストの結果は“TOEIC Listening & Reading 








る。2018 年度の場合、「2015 年 1 月から 2017 年















































& Reading Official Score Certificate”（公式認定証）と呼ばれている。繰り返すが、「公式」








図 2 公式認定証の記載内容 
 




















め、毎回「R1 に該当する問題が 00 問」というよ
うに断定することができないからである。この目











A さんと B さんの苦手なタイプの問題だから、解
説も使ってしっかり勉強しよう。」とか、「このタ



































月 初 旬 に「TOEIC L&R テ ス ト は じ め て 講 座
2 Days」というイントロダクションの講座を 2 日
連続で昼休みに開催した 23。開催直前の告知だっ
たにもかかわらず、両日ともに 35 名の学生が参
加した。Day 1 には TOEIC L&R テストがどのよ
うなテストか、どのくらいのスコアを目標にする
か、どんな参考書があるかについて紹介した。こ
の Day 1 は 2017 年度から TOEIC 対策問題集を
図書館に多く導入してもらっているので、その活
用につなげる意図もあった。Day 2 には各パート















の結果として、6 月末に実施した IP TOEIC L&R






　9 月実施の IP TOEIC L&R テストの直前にも
「直前講座３Days」を実施した。例年この時期の
受験者数も少なく、本講座も 2017 年度には 5 名
の受講者しか見られなかったが、2018 年度は 6 月
の結果から再挑戦しようとする学生が多く、30 名
の学生の受講希望者があった。そこで、受講段
階で 300 点以上を取得しており、500 点以上を目








月の IP TOEIC L&R テスト受験者数も 2017 年度











下の図 3 と図 4 を両面に印刷し、1 枚のシートと
する。





























図 3 個人シート（最新テスト結果） 
 








L1 63 % 10 問 +1
L2 75 % 15 問
L3 80 % 12 問
L4 59 % 30 問 +2
L5 53 % 8 問
≪Reading Section≫
R1 35 % 7 問 +5
R2 47 % 9 問 +3
R3 35 % 11 問 +8
R4 35 % 9 問 +11










2017.6 2018.1 2018.6 2018.9
Listening 190 215 240 310
Reading 130 205 125 165
TOTAL 320 420 365 475
【Abilities Measured推移】
≪Listening≫
2017.6 2018.1 2018.6 2018.9 推移
L1 33 53 47 63 Part3, 4の2,3問目のどちらか1問を正答しよう
L2 33 47 67 75
L3 44 63 56 80
L4 44 35 44 59
L5 33 40 33 53
≪Reading≫
2017.6 2018.1 2018.6 2018.9 推移
R1 22 47 27 35 Part 7のピンポイント問題を正確に解こう
R2 40 53 33 47 Part 6のCDQを練習しよう
R3 32 51 25 35 わからない語彙は書いて覚えよう
R4 17 48 27 35











































































































2   運営機関である国際ビジネスコミュニケーション協
会では、一般的なListening & Readingテストに加え、
Speaking および Writing のテストも実施ししており
これらを総称して TOEIC® Tests としている。また
初・中級者向けの TOEIC Bridge® Test と合わせ
てTOEIC® Programとしている（IIBCホームペー
ジ 参 照 https://www.iibc-global.org/toeic/toeic_
program.html。）
3   IIBC ホームページ参照 https://www.iibc-global.
org/toeic/toeic_program.html。
4  同上。




6   受験回数については地域によって異なる。例とし
てホームページに掲載されている第 235 回（2018
年 11 月実施）から第 243 回（2019 年 9 月）の受
験地別テスト日程を見ると、東京・神奈川・千葉・
埼玉は 9 回とも毎回開催だが、宇都宮・高崎・前





を調整できる。日本と韓国は IP TOEIC L&R テ
ストの受験者が非常に多いことも猪浦の批判に含
まれている。
7   2019 年度からは前期に TOEIC 対策の授業が新設
されることから、6 月の IP TOEIC L&R テストを
7 月に移行し、授業の成果を測定する予定。
8  猪浦、P. 41。




10  2017 年 4 月 1 日から 5 月 31 日までに IP テストを
受験した新入社員が対象。
11  2017 年 4 月からの入社が内定した対象者の、2016




られており、TOEIC L&R テストについては 400
点、500 点、600 点、750 点というラインを設定し、
それぞれのラインを超えた学生には、受験料相当、
3 万円、5 万円、10 万円という奨学金が与えられる。
13  ゼミ生の人数も 4 名から 20 名と幅広いので、平
均点にも大きな差異がみられる。
14  表 4 は、現在アルクホームページに掲載されてい






　 例 ）What does the woman mean when she says, 




16  https://www.iibc-global .org/toeic/test/lr/
guide04.html 参照。





18  この点について、IIBC、ETS 共に公式発表はして
いない。














II BC「TOEIC Program」 ホ ー ム ペ ー ジ（https://
www.iibc-global.org/toeic/toeic_program.html）
猪浦道夫『TOEIC 亡国論』（集英社、2018）　
ヒ ロ前田『TOEIC L&R テスト至高の模試 600 問』（ア
ルク、2017）
－ 47 －
TOEIC® Listening and Reading Test 高得点取得を目指した学習指導法～ TOEIC® L&R テストスコアアップ指導者養成講座での学び～




    Acquiring a high score on the TOEIC® Listening & Reading Test requires special tactics improving English 
skills, information processing ability, and test taking ability. My class has put an emphasis on English skills 
for many years. However, some students could not reach their target score, which means my teaching method 
did not work sufficiently. In this paper, we will introduce new information on TOEIC teaching methodology 
we learned at TOEIC® Teachers' Training sessions. Also we will introduce some coaching Strategies which are 
useful for teaching.
【key words】
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